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別紙1  

事後調査の結果 

 調査項目 騒音 

 予測した事項 建設機械の稼働による建設作業騒音 

 

 1 調査地域 

館地区の館第一トンネル工事（立坑構築・高圧噴射、立坑構築・TBH 杭打、ヤード造

成、シールド掘進）、館地区改良工事（構造物撤去工、道路土工、道路舗装工）及び館

ヶ丘地区の館高架橋工事（杭打ち、躯体工）における施工時に発生する騒音の影響が考

えられる計画路線周辺とした。（図 1-1(P10)、図 1-2(P11～13)参照） 

 

 2 調査手法 

 （1）調査事項 

調査事項は、表 1-1 に示すとおりである。 

 

表 1-1 調査事項 

 調査事項 

予測した事項 建設機械の稼働に伴う建設作業騒音 

予測条件の状況 
建設機械の種類、台数、作業位置、工事用仮囲い・防音壁の設置、

低騒音型建設機械の使用 

環境保全のための 

措置の実施状況 

建設機械の同時稼働の回避、建設機械の敷地境界付近への近接あ

るいは集中の回避、騒音を抑える施工法の採用、低騒音型建設機

械の積極的導入、必要に応じて敷地境界付近の工事用防音壁等の

設置対策、作業時間帯の配慮及び防音扉の設置対策 

 

 （2）調査時点 

館地区の館第一トンネル工事（立坑構築・高圧噴射、立坑構築・TBH 杭打、ヤード

造成、シールド掘進）、館地区改良工事（構造物撤去工、道路土工、道路舗装工）及び

館ヶ丘地区の館高架橋工事（杭打ち、躯体工）における工事最盛期の代表的な 1 日と

した。 
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 （3）調査期間 

調査期間等は、表 1-2 に示すとおりである。 

 

表 1-2 建設作業騒音の調査期間等 

地区 工 事 工種 作業内容 調査期間 調査時間 

館 
館第一トンネル 

（起点側） 
立坑工 

立坑構築・高圧噴射 
(地盤改良土留工) 

平成 29 年 11 月 17 日（金） 
7:00～
19:00 

館 
館第一トンネル 

（起点側） 
立坑工 立坑構築・TBH 杭打 平成 30 年 3 月 30 日（金） 

7:00～
19:00 

館 
館第一トンネル 

（終点側） 
準備工 

ヤード造成 
（親杭打設工・造成工） 

平成 29 年 8 月 2 日（水） 
7:00～
19:00 

館 
館第一トンネル 

（終点側） 
掘進工 シールド掘進 平成 30 年 7 月 25 日（水） 

7:00～ 
19:00 

館 館地区改良工事 準備工 構造物撤去 令和元年 9 月 30 日（水） 
7:00～
18:00 

館 館地区改良工事 土工 道路土工 令和元年 11 月 15 日（水） 
7:00～
18:00 

館 館地区改良工事 舗装工 道路舗装工 令和 2 年 3 月 17 日（火） 
7:00～
18:00 

館ヶ丘 館高架橋 基礎杭工 杭打ち 平成 29 年 11 月 17 日（金） 
7:00～
19:00 

館ヶ丘 館高架橋 下部工 
躯体工（型枠・コンクリ

ート打設） 
平成 30 年 1 月 10 日（水） 

7:00～
19:00 
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 （4）調査地点 

図 1-1、図 1-2 及び図 1-3 に示す工事範囲の敷地境界とした。 

騒音の調査地点は、保全対象民家の分布位置と建設機械の稼働位置から影響が大き

いと想定される地点を選定した。 

 

 （5）調査方法 

調査方法は、表 1-3 に示すとおりである。 

 

表 1-3 調査方法 

調査項目 

調査内容 
建設機械の稼働に伴う建設作業騒音 

調
査
方
法 

予測した事項 

建設作業騒音は、「特定建設作業に伴って発生する騒音の規

制に関する基準」（昭和 43 年 厚生・建設省告示第 1 号）に

定める「JIS Z 8731 騒音レベル測定法」に準拠し、測定を

行った。騒音計のマイクロホンは敷地境界の地上 1.2 m の高

さに設置し、測定時間は建設機械が稼働している時間帯とし

た。また、街路を走行する自動車騒音など、騒音レベルに影

響を及ぼす建設作業以外の異常音は除外した。なお、騒音計

の指示値が不規則かつ大幅に変動する騒音として認識され

たため、騒音レベルは測定値の 90 %レンジの上端値（LA5）

を算出した。 

予測条件の状況 
建設機械の稼働状況等は、現地調査及び工事関係資料により

確認した。 

環境保全のための 

措置の実施状況 

環境保全のための措置は、現地調査及び工事関係資料により

確認した。 
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図 1-1 建設作業騒音・振動調査対象区間 
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